
















要約:第 1年次においては、病弱教育の制度、意義等について取り上げてきた。その結果、

病弱教育は、①対象者の把握、②教育の機会保障、③教育機関の整備が緊急な課題である

ことが分かった。中でも、対象者の把握は、施策立案の基本となるものであるが、対象者

の把握のための資料は、文部省の学校基本調査の病気による長期欠席者の数量の提示だけ

であり、その実情は皆目不明である。幸い、筆者は、昭和 43 年度の病気による長期欠席

者についての病気の種類等の調査を行っていたので、第 2年次にはその結果の分析を行い、

第 3年次の研究態勢を固めた。第 3年次においては、第 2年次に策定した調査項目によっ

て調査を実施し、病気を理由とする長期欠席者の分析を行い、病弱教育の課題と、課題解

決の方途の一端を明らかにすることに努めた。


